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             ルールとマナーについての雑感ルールとマナーについての雑感ルールとマナーについての雑感ルールとマナーについての雑感    

大和田寿囲碁同好会会長 井出 道明 

 いささか堅苦しいテーマで恐縮ですが、小生の体験を通じての“小言”を云わせて貰いたく、雑談程度に

お読み戴ければと思います。 

 平素の打碁会でオープンに打つときは、大体同じ相手とナアナア気分で気楽に打つ。つまりリラクゼーシ

ョン効果が高いわけで、親密さもあり、例えば「一寸待って」と置き石をハガす。相手も（チェツ、又か）

と思ってもさほど気にせず、自分も又「待った」。つまりは無意識に“コミュニケーション”優先になって

しまっているのです。 

 さて、大会（公式戦）での場面。冒頭での注意事項を競技委員長、「待ったはダメです」。その他違反・禁

止事項など、老婆心で列挙されるのは立場上当然でしょう。しかし、いざ対局に入ると、序盤から中盤へと

進み、石の接触が激しくなるにつれ、他事ならず小生もハッとして無意識にも、打石を動かしてしまう事が

あるのです。相手も「それはダメです」と咎める人もおられるでしょうが、大抵は打ち下ろそうとした手を

止め、（ならば…）と黙って考え直す（つまり黙認）。これは“本番”の筈なのに、普段の“ナアナア”がつ

い出てしまう…。 

 やはり普段からフリー対局であっても、一度打った石はハガさない習慣づけをする事が大切なのでしょう。

勿論キチンと守っておられる方も、特に高段の方に多く見かける様です。小生も局面が優勢なうちは守って

いても、不利な態勢に傾くとついうっかり（イヤ、こっちか…）とやってしまう事があって、実に後味が悪

い思いをするもので、相手に打たれてみると（アーやっぱりそっちだったか）と、かえって悪くなる事もし

ばしばです。 

 以上、「待った」（打ち直し）は明らかにルール違反なのですが、マナーに関係するものと思われる程度の

ものは意外と多いように思います。 

碁楽連だより碁楽連だより碁楽連だより碁楽連だより    

碁楽連の目的 
碁楽連は、八王子市内に居住する高年者

が、囲碁を通じて親睦を図り、かつ、健康

を維持できるようにその機会を提供し、高

年者の福祉の増進に寄与することを目的と

する。 
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（１） 考慮中に盤面の石がズレてもいないのに、指で何回も触れる（気になる石？） 

（２） 打下した石から指を離さず考え込む。 

（３） 打着後も頭や手で盤面を覆うように、“前傾姿勢”のまま（相手から見えません）。 

（４） 考慮中又は相手の打着待ちの間、碁笥に手を入れ「ジャラジャラ」と鳴らす（アセリか催促か）。 

（５） 同上の際に、石や扇子などを盤側面へ打ち当てて音を出す（調子を求めて？）。 

等々だが、本人から見れば無意識の癖であり、悪気はないのでしょうが、少なくとも相手や近くで対局され

ている人にとっては、目ざわり耳ざわりではないでしょうか。 

 笑顔を交えた軽い会話・つぶやき・ボヤキなどは、対局場の雰囲気らしい好ましさも感じます。熟慮の余

りの個性的ポーズなどは（あ、あそこに○○さんが…）と、顔を見なくともわかるのも楽しく親しい情景の

一つではないでしょうか。 

 ＮＨＫ杯でプロ棋士の対局場面、打石の意味が理解できない事が結構多いものですが、棋士の対局態度は

実にスマートで、気持のよいものだとつくづく感じます。 

 小生も打ち手が決まってから碁笥に手を入れるように心がけています。まあ、少なくとも相手や周囲の人

も含めて印象を悪くしたり、時々ふり向かせるような音・しぐさなどは私個人としてもなくし、マナーの向

上に努めたいと思っております。 

 

      第２１回 活きいき囲碁大会のご案内 

   由木大会 

日時   平成23年９月４日（日）受付 午前9時00分～9時30分 

会場   由木中央市民センター（下柚木2-10-1 Tel 676-8123） 

申込先  会長・杉渕 清 別所1-17-29 Tel・Fax 670-8733 

申込期限 8月21日 

北野大会 

日時   平成23年９月１８日（日）受付 午前9時00分～9時30分 

会場   北野市民センター（北野町545-3 きたのﾀｳﾝビル7・8階 Tel 643-0440） 

申込先  会長・山縣文雄 絹ヶ丘3-39-14 Tel・Fax 676-9298 

申込期限 9月4日 

２大会とも 

主催    各寿囲碁同好会 

後援   日本棋院 八王子市 八王子市教育委員会 

参加資格 市内に居住している60歳以上で10級以上の囲碁愛好者 

参加費  ７００円（弁当代を含む）非会員 ８００円 

競技方法 2ないし3のクラス別に行い、入賞者には賞品を進呈します。 

申込方法 できるだけ同好会の会長を通して申し込んでください。 
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第２１回 活きいき大和田囲碁大会の結果 

参加者                       ７月３日(日)  於 大和田市民センター 

大和田 浅川 恩方 元八 中野 石川 台町 北野 長房 川口 非会員 計 

22 7 3 3 4 4 1 8 6 5 1 64 

Ａクラス ２１名 

優勝：鈴木浩治 大和田/５段→６段  準優勝：藤井忠明 大和田/７段 ３位：岩田大平 浅川/５段 

Ｂクラス ２４名 

優勝：松野 勲 中野/３段→４段  準優勝：山崎 臣 元八/３段 ３位：梶原和夫 浅川/２段 

Ｃクラス １９名 

優勝：長谷山敏幸 大和田/２級→１級 準優勝：根岸重利 大和田/３級 ３位：本間邦夫 石川/初段  

 

第 22 回地区団体対抗囲碁会の結果  平成２３年度第３回 ７月１０日開催     

浅川   １２勝 真田 誠次 ７段   岩田 大平 ５段      小野 雄二 ４段 

吉永 満雄 ３段   正岡 得達 ２段   筒井 政範 初段 

台町    ６勝 吉田 信夫 ６段    小林  實 ５段   渋谷 昭男 ４段 

添田 悦男 ４段   飯田 清志 初段   知見 道貫 ２級 

恩方    ６勝 五十嵐 寛 ７段      五十棲健一 ５段   徳満 英世 ５段    

竹内 朝晴 ５段      長尾 昌彬 ３段      青木 岩三 ２段 

石川   １２勝 坂本 勝雄 ７段   中村 順二 ５段   平松 隆治 ３段 

遠藤   博 ２段   野嶋 孝征 ２段   福島きみよ ２級 

由木   １２勝 大場芙美夫 ７段   市谷 智雄 ７段   奥山 武平 ４段  

西田   誠 初段    長島 健治 １級    桑田 明典 ２級 

中野    ６勝 清水 文彦 ６段    宮崎 誠一 ５段    松野   勲 ４段 

望月 毅士 ３段    浜道   進 ３段   浜中 武夫 ２段 

北野   １１勝  石神 芳雄 ７段   高野 道行 ５段      稲葉 重雄 ５段 

 笠原 昭治 ４段      橋本 孝義 ２段     吹上 吉輝 ２段 

大和田   ７勝 鈴木 浩治 ６段    秀島 照次 ４段      大橋 利行 ４段 

田口   勇 ２段      畠山   彪 初段      根岸 重利 ３級 

長房   １３勝 市川 隆一 ６段    藤森   茂 ５段    小田 辰郎 ４段 

高橋 俊之 ３段    斎藤 吉明 ２段    木下 桂蔵 初段 

元八王子  ５勝 佐宗 源治 ６段    三浦 和夫 ５段    長島  廣 ４段 

笠原   正 ４段    久保田 勇 初段     平山   統 １級 
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        ※※※※    長尾 昌彬さん（3段/恩方）が7月10日の地区団体対抗囲碁会で4段に昇格しました。     

    

    

◎◎◎◎第４第４第４第４回回回回碁楽連理事会報告碁楽連理事会報告碁楽連理事会報告碁楽連理事会報告    

日時  平成２３年６月２５日（土）９：００～１２：００  

 出席者 理事６名   

議案  1. 報告事項 

 2. 諮問委員会からの調査依頼事項について 

     3. 碁楽連会費の納入方法について 

      4. 地区団体対抗囲碁会の事前確認について 

      5. 会報の寄稿募集について 

         6. その他 

 

編集後記 今号も４ページと寂しい内容です。皆さんの投稿をお願いします。連日の猛暑、

皆さんいかがお過ごしでしょうか。今が盛りの夏野菜や果物をうんと食べて、元気にこの

夏をのりきりましょう。 

                                                                            

       囲碁に偏らず、日常の出来事、ハイキング、旅行、ドライブ、読書、音楽、短歌、俳

句など・・・政治、宗教以外のことならなんでもOKです。写真も大歓迎です。また、

同好会員のご家族からでも結構ですのでお待ちしております。匿名での掲載希望は、そ

の旨お書きください。掲載させていただいた原稿については、薄謝を進呈します。 

 原稿送付先 広報担当：三浦和夫 住所193-0813 四谷町７３１－６   

電話・fax   624-5429  

メールアドレス kz513miura@ybb.ne.jp 

メールアドレス kz513miura@ybb.ne.jp 


